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/一 悟ろ苦い:青春の思い出 f―一 =・‐-201“F4月 第‐33号 、
一言が『お前は、応援部長として頑張つて<れ』

でした。さらにガガ～ン・・・大ショックlTo丁 )

応援委員を頑張つたツケが、こんなところで出た

のか?しばら<落ち込みましたね (笑 )

大会当日、調子の上がらないA君を複雑な思いで

応援していたのをハッキリ覚えています。

後
～
、担当の先生から言われたのですが『校内マ

ラソン大会では彼より速かつたのか?]と聞かれ

私が『ハイ、頑張つたんですよ』と返したところ

『そうかッ !お前を選べば良かつたかな。悪いこ

とをしたな』と言つて頂いたのが、せめてもの救

いでした。

ちょつぴりほろ苦い、青春の思い出・・・桜が散

る頃に、ふと思い出すことがあります
Λ
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『鮭鎌 i_′さ蓬は、悩み多こ′4

「旧約聖書・詩篇」から・・・生きていれば、悩

みはあるもの、よりよく生きようと思えば、それ

は、なおさらのことですね。

「一生懸命まじめに生きていたら、人FB5、 悩むに

決まつています」とは、養老孟司の言葉。

悩みがあつていいのでしょう !・ ・・なぜなら、

人生における時間は、2種類しかないそうだ。

それは「楽しんでいるか、学んでいるか」のどち

らか。不安、悩み、困難、挫折、悲しみ、嫉妬、

絶望、失恋。これらは、すべて学んでいるときだ

そうです。

つまり、人生はどつちに転ぼうが、学ぶか、楽し

んでいるか、それしかないんですよね。

“ちょつぴりほろ苦い青春の悩み"も、全てが学

びで「大吉」なる人生への、ひとコマに過ぎな

かつたのです ^■  これからもずつとずつと悩み

学んでいきましょう !

では、また次回をお楽しみに !
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まだまだ寒い日もありますが、お変わりござませ

んか ?お体には十分お気をつけ下さいね。

さて、一応私は、スポーツ トレーす―を自称して

いますので『何かスポーツをしていますか ?』 な

どと良<間かれます 。・・私はかれこれ、小学生

の頃からずつ～と野球少年でした
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これでも、甲子園を目指した高校球児でしたから

(田舎の弱小高校ですが・・・)そんな訳で、中

学時代も野球部に所属していました !

3年生のときには、部長も兼任でした。

兼任というと他にも何か ?と思いますよね
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これがですね～・・・何故か、応援部に所属して

いたのです。見た目は、そんな雰囲気でないんで

すが、何故かしつかり部長やつてました (笑)

実際には、応援部ではなく委員なので、図書委員

とか放送委員といつた類と同じで、各クラスから

数名を強制的に選んでいました。

新設された委員だつたので、応援のやり方など、

金<知らない集まりでも、試行錯誤で頑張つてい

るという、評価は受けていました。

さて、中学 3年生で最初に掲げた個人目標は、当

時の地区6校による、春季陸上競技会で3000m
の学校代表になること !!

通つていた丁中学校は、陸上競技はそれほど盛ん

ではなかつたので、陸上競技会には、とにかく速

い生徒が選抜されていました。

私は、野球部でも長距離は速いほうで3000mの
学校代表を狙うことにしたのです !

そのためには、 1、 2年の時に代表となつたA君

に勝たねば !・ ・・彼には、校内マラソン大会で

どうしても勝たなければなりませんでした。

彼に勝てば、きつとオレは選抜されると思い必死

に練習練習・・・汗 ;~: その甲斐あつて3年生

の校内マラソン大会では、彼より速いタイムで

ゴールすることができました。

『よしつ !今回はいけるぞ～ッ !』 と思つていた

のですが、選抜されたのは、 1、 2年の実績が買

われたA君だつたのです。

なな同で・・・ショック～(T_D その時の先生の
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